如説修行抄

一、『如説修行』を日寛上人はどのように述べられていますか

如説…　　　　『師の説　　　　』

修行…　　　　『弟子の実践　　』

二、以下のご文の空欄をうめなさい

夫れ以んみれば（末法流布の時）生を此の土に受け此の経を（信）ぜん人は（如来）の在世より猶多怨嫉の難甚しかるべしと見えて候なり

三、末法の時に、法華経を信じ、流布すればどうなると示されていますか

（如来の在世より猶多怨嫉の難甚しかるべし）
四、『猶多怨嫉の難』とは何ですか

（三類）の敵人
五、『猶多怨嫉の難甚しかるべし』の理由を釈尊在世と比較されています。本文にそって答えなさい

　～釈尊在世～

　師匠…『仏　　　　　　　』

弟子…『大菩薩・大阿羅漢』といえど調機調養して法華経を聞かせたが怨嫉の難を免れなかった。

～末法今の時～

師匠…『凡師　　　　　　』

弟子…『三毒強盛の悪人　』であり、善師をば遠離し悪師には親近す

六、『如説修行の行者の師弟檀那』には何が『決定』しますか

『三類の敵人』決定せり
七、『猶多怨嫉・況滅度後』は法華経何品に説

かれえていますか

法華経（法師）品

八、『猶多怨嫉・況滅度後』を読み下しなさい

（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なお),猶)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おんしつ),怨嫉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おお),多)し・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いわん),況)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めつど),滅度)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のち),後)をや）
九、『此の経を聴聞し始めん日より』何を『思い定むべし』といわれていますか

　『況滅度後の大難の（三類）甚しかるべし』

十、大聖人が受けた難を本文にそって答えなさい

　所ををわれ…　『　松葉ヶ谷　』の法難

疵を蒙り…　　『　小松原　　』の法難

両度の御勘気…『　伊豆　　　』流罪

『　佐渡　　　』流罪

九、『三類の敵人』をすべてあげなさい

　第一類…　『　俗衆　　』増上慢

　第二類…　『　道門　　』増上慢

　第三類…　『　潜聖　　』増上慢

十、『現世安穏』はどうすれば実現できますか

　（広宣流布）の途上（悪）と戦う実践の中に現れる

十一、『如説修行の行者』に『三類の強敵』が競い起こる先師の例を本文にそって示しなさい

　釈尊…　　『　九横の大難　　　　　　』

　不軽菩薩…『　杖木瓦石　　　　　　　』

　道生…　　『　蘇山に流され　　　　　』

　法道三蔵…『　面に火印　　　　　　　』

　師子尊者…『　頭をはねられ　　　　　』

　天台大師…『　南三北七にあだまれ　　』

　伝教大師…『　六宗ににくまれ　　　　』

十二、『正法を背きて邪法邪師を崇重すれば』どうなりますか

『国土に（悪鬼）乱れ入りて（三災七難）盛に起れり』

十三、『如説修行の行者』は、『人の言を用』いず『仏の金言』をまもるべきであるとされています。仏の金言とはなんですか、又それをどうしろと本文では示されていますか

（法華経）

『（一分もたがえず唯有一乗法と信ずる）を如説修行の人とは仏は定めさせ給へり』
十五、法華経こそ真実の教えであることを文証を引かれています以下の文証を説明しなさい

四十余年・未顕真実…

正直捨方便・乃至不受余経一偈…
十五、以下の御文の空白を埋めなさい

『（末法）の始めの五百年には純円一実の（法華経）のみ広宣流布の時なり、此の時は闘諍堅固白法隠没の時と定めて権実雑乱の砌なり』

『今の時は（権）教即（実）教の敵と成るなり、一乗流布の時は（権）教有つて敵と成りてまぎらはしくば（実）教より之を責む可し、是を摂折二門の中には法華経の（折伏）とは申すなり、天台云く「法華折伏破権門理」とまことに故あるかな』

十六、以下の御文の空白を埋めなさい

『されば末法今の時…諸経は無得道堕地獄の根源法華経独り（成仏）の法なりと音も惜まずよばはり給いて諸宗の人法共に（折伏）して御覧ぜよ（三類）の強敵来らん事疑い無し』

『されば釈尊御入滅の後二千余年が間に如説修行の行者は釈尊天台伝教の三人はさてをき候ぬ、末法に入つては（日蓮）並びに（弟子檀那）等是なり、我等を（如説修行）の者といはずば釈尊天台伝教等の三人も（如説修行）の人なるべからず』

日女御前御返事（御本尊相貌抄）
一、以下の御文の空欄を埋めなさい

『抑此の御本尊は在世五十年の中には八年八年の間にも

（涌出）品より（属累）品まで八品に顕れ給うなり』

二、『在世五十年の中には八年』とは何を指しています

　（法華経）
三、なぜ『天台妙楽伝教等』は『言には』出さなかったのですか

　（末法ではなかった）（付嘱がなかった）
四、以下の御文の空欄を埋めなさい
　『爰に日蓮いかなる不思議にてや候らん竜樹天親等天台妙楽等だにも顕し給はざる大曼荼羅を末法二百余年の比はじめて

（法華弘通のはたじるし）として顕し奉るなり、是全く日蓮が（自作）にあらず多宝塔中の大牟尼世尊分身の諸仏

（すりかたぎ）たる本尊なり』

五、『竜樹天親等天台妙楽等』とはいかなる時ですか

竜樹天親等…（正法）時代

天台妙楽等…（象法）時代

六、『妙法五字の光明にてらされて本有の尊形となる』を説明しなさい

　南無妙法蓮華経の光に照らされて十界の生命の働きが本来の妙法の当体としての尊い姿になっていく（回答例）


七、以下の御文の空欄を埋めなさい
　『経に云く「諸法実相」是なり、妙楽云く「実相は必ず諸法諸法は必ず十如乃至十界は必ず身土」云云、又云く「実相の深理本有の妙法蓮華経」等と云云、伝教大師云く「一念三千即

（自受用身）自受用身とは（出尊形）の仏」文、此の故に未曾有の大曼荼羅とは名付け奉るなり』

八、『自受用身』を大聖人はどのように読まれていますか

　（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps24 \o\ad(\s\up 11(ほしいままにうけもちいるみ),自受用身)）

九、『出尊形の仏』とは何ですか

　（凡夫の姿のままで仏の偉大な生命をもつ仏）

十、以下の御文の空欄を埋めなさい
　『相構え相構えてとわりを我が家へよせたくもなき様に謗法の者をせかせ給うべし、（悪知識）を捨てて（善友）に親近せよとは是なり』

十一、以下の御文の空欄を埋めなさい
　『此の（御本尊）全く余所に求る事なかれ只我れ等（衆生）の（法華経）を持ちて南無妙法蓮華経と唱うる（胸中）の（肉団）におはしますなり、是を九識心王真如の都とは申すなり』

十二、『十界一界もかけず一界にあるなり』とは何ですか

　（十界互具）の法理
十三、以下の御文の空欄を埋めなさい
『此の御本尊も只（信心）の二字にをさまれり以信得入とは是なり。』

『日蓮が弟子檀那等正直捨方便不受余経一偈と無二に信ずる故によつて此の御本尊の（宝塔）の中へ入るべきなりたのもしたのもし、…穴賢南無妙法蓮華経とばかり唱へて（仏）になるべき事尤も大切なり、（信心）の厚薄によるべきなり仏法の根本は（信）を以て（源）とす』

開目抄

1、 以下の御文の空欄を埋めなさい

　　文永８年の（竜の口）の法難・（佐渡）流罪を契機に、大聖人だけでなく、門下にまでも迫害が起こり、｢諸天の加護がなく、迫害者に法罰が出ないのは、大聖人が（法華経の行者）ではないからではないか｣との疑いを起こし退転していくものが続出した。この疑いを正面からとらえて、大聖人こそ、三徳具備の末法の御本仏であることを宣言される重書で｢人本尊開顕の書｣ともいいます。
『詮ずるところは（天）もすて給え（諸難）にもあえ

（身命）を期とせん、…（善）に付け（悪）につけ法華経をすつるは地獄の業なるべし、…我日本の（柱）とならむ我日本の（眼目）とならむ我日本の（大船）とならむ等とちかいし願やぶるべからず』

二、『身子』や『久遠大通の者』が退転した理由を本文にそって述べよ

身子…　　　　（乞眼の婆羅門の責）

久遠大通の者…（悪知識に値う）

三、以下の御文を三徳に約しなさい

　日本の柱とならむ…　　（主）の徳

我日本の眼目とならむ…（師）の徳

我日本の大船…　　　　（親）の徳

顕仏未来記

1、 以下の御文の空欄を埋めなさい

『…幸なるかな（一生）の内に（無始の謗法）を消滅せんことを悦ばしいかな未だ見聞せざる教主釈尊に侍え奉らんことよ、願くは我を損ずる（国主）等をば最初に之を導かん、我を扶くる（弟子）等をば釈尊に之を申さん、我を生める父母等には未だ死せざる已前に此の大善を進めん、…伝教大師云く「浅きは易く深きは難しとは釈迦の所判なり（浅きを去つて深きに就くは丈夫の心なり）、天台大師は釈迦に信順し法華宗を助けて震旦に敷揚し叡山の一家は天台に相承し法華宗を助けて日本に弘通す」等云云、安州の日蓮は恐くは三師に相承し法華宗を助けて末法に流通す三に一を加えて（三国四師）と号く』

二、『日蓮此の道理を存じて既に二十一年なり』を説明しなさい

三、『宝塔品の心』とはなんですか、本文にそって説明しなさい

四条金吾殿御消息

一、以下の御文の空欄を埋めなさい
『若し然らば日蓮が難にあう所ごとに（仏土）なるべきか、娑婆世界の中には日本国日本国の中には相模の国相模の国の中には片瀬片瀬の中には（竜口）に日蓮が（命）をとどめをく事は（法華経の御故）なれば（寂光土）ともいうべきか、（神力品）に云く「若於林中若於園中若山谷曠野是中乃至而般涅槃」とは是か』

2、 大聖人における竜の口の法難の仏法的意義を述べよ

　（発迹顕本）

